
                                                         

４R YCE 委員報告 

                            ４R YCE 委員  尾山 剛 

 

 

＊冬期派遣生帰国報告会が２月２０日（日）名古屋キャッスルプラザで行われました。 

一回り大きくなった３名の派遣生はそれぞれの思い出を語ってくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 クロアチアに派遣した      マレーシアに派遣した     マレーシアに派遣した 

神谷 知 君        乗松 拓弥 君（父代行）     下甑町 友里 さん     

 

 

   

 

＊マレーシアから来日した、ジア・リンさんは１月７日（金）無事帰国しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本では、ホストファミリーＬ村松 正徳（岡崎ライオンズクラブ）にいろいろと 

日本の素晴らしさを学んで、元気でマレーシアに帰りました。 

 

 

 



NAME Lim Jia Ling ID No. MLJ – 50 

SPONSOR CLUB Pantai Hill Lions Club District ３３４－A 

CITY of STAYING Okazaki City Japan Period 2010/12/15 ~ 2011/1/8 

HOST CLUB Okazaki Lions Club   

Ｃｏｍｉｎｇ ｔｏ Ｊａｐａｎ ｉｓ ｌｉｋｅ ａ ｄｒｅａｍ ｃｏｍｅ ｔｒｕｅ， Ｉ ｈａｖｅ ａｌｗａｙｓ ｂｅｅｎ ｄｒｅａｍｉｎｇ    

ｔｏ ｖｉｓｉｔ Ｊａｐａｎ ａｎｄ ｉｔ ｈａｓ ｆｉｎａｌｌｙ ｃａｍｅ ｔｒｕｅ， ｔｈａｎｋｓ ｔｏ Ｌｉｏｎｓ Ｃｌｕｂ． 

  Ｉ ｃｈｏｏｓｅ ｔｏ ｃｏｍｅ Ｊａｐａｎ ｂｅｃａｕｓｅ ｏｆ ｔｈｉｓ ｃｏｕｎｔｒｙ‘ｓ ｕｎｉｑｕｅ ｃｕｌｔｕｒｅ． 

  Ｉｔ ｗａｓ ａ ｗｏｎｄｅｒｆｕｌ ｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅ！ Ｉ ｔｒｉｅｄ ｍａｎｙ ｔｈｉｎｇｓ ａｎｄ ｅｘｐｌｏｒｅ ｌｏｔｓ ｏｆ ｉｎｔｅｒｅ 

ｓｔｉｎｇ ｃｕｌｔｕｒｅ ｄｕｒｉｎｇ ｍｙ ｓｔａｙ ｉｎ Ｊａｐａｎ． 

  Ｔｈｒｏｕｇｈ ｔｈｉｓ ｙｏｕｔｈ ｅｘｃｈａｎｇｅ ｐｒｏｇｒａｍｍｅ， Ｉ ｌｅａｒｎ ｔｏ ｇｅｔ ａｌｏｎｇ ｗｉｔｈ ｐｅｏｐｌｅ ｆ

ｒｏｍ ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ，ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄ ｍｏｒｅ ａｂｏｕｔ ｏｔｈｅｒ ｃｏｕｎｔｒｙ ａｎｄ Ｉ ｂｅｌｉｅｖｅ ｎｏｗ ｉ ｈａｄ ｂ

ｅｃｏｍｅ ｍｏｒｅ ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ ｔｈａｎ ｂｅｆｏｒｅ． 

  Ｔｈａｎｋｓ ｔｏ Ｌｉｏｎｓ Ｃｌｕｂ ａｎｄ ｍｙ ｈｏｓｔ ｆａｍｉｌｙ ｆｏｒ ｔａｋｉｎｇ ｓｕｃｈ ａ ｇｏｏｄ ｃａｒｅ ｏｆ 

ｍｅ ａｎｄ ｂｅｉｎｇ ｓｏ ｋｉｎｄ ｔｏ ｍｅ．  

Ｉ ａｍ ｓｏ ｇｌａｄ ｉ ｇｅｔ ｔｏ ｌｉｖｅ ａ Ｊａｐａｎｅｓｅ ｌｉｆｅ． Ｄｕｒｉｎｇ ｍｙ ｈ

ｏｍｅｓｔａｙ， Ｉ ｔｒａｖｅｌｌｅｄ ｔｏ ｍａｎｙ ｉｎｃｅｄｉｂｌｅ ｐｌａｃｅｓ ｌｉｋｅ Ｔｏｋｙｏ Ｔｏ

ｗｅｒ， Ａｋｉｈａｂａｒａ， Ｎａｒａ， Ｇｏｌｄｅｎ Ｐａｖｉｌｌｉｏｎ， Ｋｉｙｏｍｉｚｕｄｅｒａ Ｔｅｍ

ｐｌｅ， Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ Ｓｔｕｄｉｏ ｉｎ Ｏｓａｋａ， Ｋｏｍａｇａｎｅ ａｎｄ ｍｏｒｅ． 

Ｂｅｓｉｄｅｓ ｔｈａｔ， ｉ ａｌｓｏ ｇｅｔ ｔｈｅ ｃｈａｎｃｅ ｔｏ ｄｒｅｓｓ ｌｉｋｅ ａ   ｍａｉｋｏ 

ａｎｄ ｗａｌｋ ｉｎ ａ ｓｈｒｉｎｅ ｉｎ Ｋｙｏｔｏ， ｅａｔｉｎｇ ｒａｗ ｆｉｓｈ    ａｎｄ ｓｅｅｉ

ｎｇ ｓｎｏｗ ｆｏｒ ｔｈｅ ｆｉｒｓｔ ｔｉｍｅ， ｍａｋｉｎｇ ｍｙ ｏｗｎ ｓｏｂａ， ｖｉｓｉｔｅｄ Ｓｏｎｙ ａｎｄ ｍｉｓｏ ｆａｃｔｏｒｙ， 

ｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅ ｔｅａ ｃｅｒｅｍｏｎｙ， ｍａｋｅ ｍｙ ｏｗｎ ｆｌｏｗｅｒ ａｒｒａｎｇｅｍｅｎｔ （ｉｋｅｂａｎａ）， ｔｒａｖｅｌｌｅｄ 

ｂｙ ａ ｓｈｉｎｋａｎｓｅｎ， ｐｌａｙｉｎｇ Ｊａｐａｎｅｓｅ ｃａｒｄ ｇａｍｅｓ， ｃｅｌｅｂｒａｔｅ ｃｈｒｉｓｔｍａｓ ａｎｄ Ｎｅｗ Ｙｅａｒ 

ｉｎ Ｊａｐａｎｅｓｅ ｓｔｙｌｅ．．．．．． 

  Iｎ ｔｈｉｓ ｗｉｎｔｅｒ, I ａｌｓｏ ｇｅｔ ｔｏ ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄ ｍｏｒｅ ａｂｏｕｔ  Ｊａｐａｎｅｓｅ ａｒｔ. Ｉ ａｍ ｇｌａｄ ｔｈａｔ Ｉ 

ｔｒｉｅｄ ｋｉｍｏｎｏ ｐａｉｎｔｉｎｇ ｄｕｒｉｎｇ ｗｉｎｔｅｒ ｙｏｕｔｈ ｃａｍｐ. Ｍｙ ｈｏｓｔ ｆａｍｉｌｙ ａｌｓｏ ｂｒｏｕｇｈｔ ｍｅ 

ｔｏ ｋｏｍａｇａｎｅ ａｒｔ ｍｕｓｅｕｍ， ｋｉｍｏｎｏ ｍｕｓｅｕｍ ａｎｄ ａｌｓｏ ｋｏｄｏｍｏ ｍｕｓｅｕｍ ｉｎ Ｏｋａｚａｋｉ. 

Ｉ ｔｈｉｎｋ ｋｏｄｏｍｏ ｍｕｓｅｕｍ ｉｓ ａｎ ｉｎｔｅｒｅｓｔｉｎｇ ｐｌａｃｅ ｗｈｅｒｅ ｃｈｉｌｄｒｅｎ ｃａｎ ｓｈｏｗ ｔｈｅｉｒ ｔａｌｅｎｔ ａｎｄ ｔｈｅｉｒ ａｒｔ 

ｗｏｒｋ ｉｓ ｒｅａｌｙ ａｍａｚｉｎｇ． Ｉｔ ｓｈｏｗｓ ｔｈａｔ ａｇｅ ｉｓ ｎｏｔ ａ ｌｉｍｉｔ．  

Ｄｕｒｉｎｇ ｍｙ ｓｔａｙ， ｉ ａｌｓｏ ｅｎｊｏｙ ｅａｔｉｎｇ Ｊａｐａｎｅｓｅ   ｆｏｏｄ ｖｅｒｙ ｍｕｃｈ． Ｉ ｔｒｉｅｄ ｓｕｋｉｙａｋｉ， ｏｋｏｎｏｍｉｙａｋｉ， 

ｔａｋｏｙａｋｉ， ｇｙｕｄｏｎ， ｍｏｃｈｉ， ｒｉｃｅ ｂｕｒｇｅｒ， ｊａｐａｎｅｓｅ ｃｕｒｒｙ ａｎｄ ｍａｎｙ  ｍａｎｙ ｍｏｒｅ ｗｈｉｃｈ ｉ ｆｏｒｇｅｔ ｔｈｅｉｒ  

ｎａｍｅ． ＝Ｄ  

Ｏｆ ｃｏｕｒｓｅ， ｄｕｒｉｎｇ ｍｙ ｓｔａｙ ｉ ａｍ ａｌｓｏ ｇｌａｄ ｔｈａｔ ｉ ｇｅｔ ｔｏ ｉｎｔｒｏｄｕｃｅ  ａｂｏｕｔ ｍｙ ｃｏｕｎｔｒｙ， Ｍａｌａｙｓｉａ 

ｔｏ ｅｖｅｒｙｏｎｅ ｉｎ Ｊａｐａｎ． Ｆｏｒ ｔｈｅ ｆｉｒｓｔ ｔｉｍｅ，Ｉ   ｃｏｏｋ Ｍａｌａｙｓｉａ ｆｏｏｄ ｆｏｒ ｍｙ ｈｏｓｔ ｆａｍｉｌｙ ａｎｄ ａｌｓｏ ｉｎｔｒｏｄｕ

ｃｅ ｓｏｍｅ ｔｒａｄｉｔｉｏｎａｌ ｓｎａｃｋｓ ｌｉｋｅ ｄｏｄｏｌ   ｗｉｔｈ ｄｕｒｉａｎ ｆｌａｖｏｕｒ ｔｏ  ｔｈｅｍ． Ｉｔ‘ｓ ｒｅａｌｌｙ ｉｎｔｅｒｅｓｔｉｎｇ ｔｏ ｓｅｅ ｔ

ｈｅｉｒ ｒｅａｃｔｉｏｎ ａｆｔｅｒ ｅａｔｉｎｇ ｔｈｅ ｆｏｏｄ ｅｓｐｅｃｉａｌｌｙ ｄｏｄｏｌ． 

Ｌａｓｔ ｂｕｔ ｎｏｔ ｌｅａｓｔ， ｍａｎｙ ｔｈａｎｋｓ Ｌｉｏｎｓ Ｃｌｕｂ， ｍｙ ｈｏｓｔ ｆａｍｉｌｙ， ＹＣＥＦ Ｋａｅｄｅ Ｉｎｄｅｎ ａｎｄ Miss、

Murota and ｅｖｅｒｙｏｎｅ Ｉ ｍｅｔ ｉｎ Ｊａｐａｎ ｏｎｃｅ ｍｏｒｅ． Ｉ ｒｅａｌｌｙ ａｐｐｒｅｃｉａｔｅ ｉｔ ａｎｄ Ｉ ｗｉｌｌ ｎｅｖｅｒ ｆｏｒｇｅｔ ｔｈｉｓ ｗｏ

ｎｄｅｒｆｕｌ ｅｘｐｅｒｉａｎｃｅ ａｎｄ ｍｅｍｏｒｉｅｓ ｔｈａｔ ｅｖｅｒｙｏｎｅ ｇａｖｅ ｍｅ． Ｆｏｒ ｓｕｒｅ ｉｎ ｆｕｔｕｒｅ， Ｉ ｗｉｌｌ ｄｅｆｉｎａｔｅｌｙ ｗａｎｔ  

ｔｏ ｖｉｓｉｔ ｔｈｉｓ ｂｅａｕｔｉｆｕｌ ｃｏｕｎｔｒｙ ａｇａｉｎ！    本当にありがとうございました！ 

  



私は、以前から日本に行くことを希望していたので、それがかなったことがまるで夢の

ようです。ライオンズクラブの皆様ありがとうございます。 

私は日本の独特な文化に惹かれてこの国を派遣先に選びました。そのため、日本滞在中

は興味のあることをたくさん発見するためにいろいろなことに挑戦してきました。 

 YE 事業を通して世界中の友人とともに学び、よりお互いの国を理解できました。 

この経験によって私は以前よりも自立することができたと感じています。 

 ライオンズクラブの皆様、ホストファミリーの皆様には大変よくしていただき、また親

切にしていただいき本当にありがとうございます。 

 私は日本の生活を経験することができて本当に嬉しいです。ホームステイ期間中には 

東京タワー、秋葉原、奈良、金閣寺、清水寺、ユニバーサルスタジオジャパン、駒ヶ根な

どたくさんの場所を訪れることができました。 

その他にも、舞子さんの衣装を着て京都のお寺を歩いたこと、初めて雪を見たこと、刺身

を食べたこと、そばを打ったこと、SONY や味噌工場の見学をしたこと、茶道、生け花、

新幹線に乗って出かけたこと、日本のカードゲームをしたこと、クリスマスや正月を 

日本流に祝ったことなどを経験することができました。 

 私は、この冬日本の美術についても理解することができました。 

ユースキャンプでは、着物を描くことに挑戦しました。ホストファミリーは駒ヶ根では 

美術館と着物の美術館に、岡崎では子ども美術館に連れて行ってくださいました。 

子ども美術館は、子供たちの才能の見ることができ、彼らの作品には本当に驚きました。

年齢に限界はないのだと感じることができました。 

 滞在中、たくさんの日本食を楽しみました。すき焼き、お好み焼き、たこ焼き、牛丼、

餅、ライスバーガー、カレー、他にも名前を忘れてしまったものまでたくさんの日本食に

挑戦しました。 

 もちろん、滞在中に日本のみなさんに私の国マレーシアを紹介できたことも嬉しかった

です。ホストファミリーにはマレーシア料理を作り、伝統的なスナックでドリアン風味の

Dodol（タフィーのようなもの）をふるまいました。Dodol を食べたときの皆さんの反応が

すごく面白かったです。 

 最後になりますが、ライオンズクラブの皆様、ホストファミリー、YCEF の因田楓さん、

室田さん、日本で出会ったすべての人々、本当にありがとうございます。皆さんが下さっ

たこの素晴らしい経験と思い出を私は決して忘れません。近い将来、私はこの素晴らしい

国を再び訪れたいと思っています。本当にありがとうございました！（日本語） 

                      翻訳 YCEF  室田 真美 



氏  名 神谷 知 ID No. ＣＲ－２ 

スポンサークラブ 岡崎南ライオンズクラブ 地  区 334-A 地区 

派 遣 先 クロアチア 期 間 １２月２０日～１月１２日 

ホストクラブ    

今回クロアチアに派遣させていただきました。クロアチアに向かう飛行機の中から今回の海外派遣が始

まりました。隣に座っていたのが１９歳のフランス人女性で彼女と日本の漫画や映画について英語で話せ

たことが旅のスタートとしてとてもよかったです。彼女に日本で困ったことを尋ねてみると、「日本人の英語

力の低さに驚いた。コミュニケーションをとるのがとてもたいへんだった。」と言っていたのが印象的でした。 

雪の影響でフランクフルトからクロアチアに向かう飛行機がなかなか飛ばず待機していた経験もなかなか

味わえない貴重な体験になりました。 
最初のホストファミリーは５人家族で、その

中の１７歳の男子高校生ミスラブとはいろいろ

なところに遊びにいきました。彼の学校や町、

バーやカフェにいきました。驚いたのは、高校

生でもみんな大人びているということでした。

多くの子が幼いころからタバコや酒をやるのが

普通だと教えてくれました。しかし日本人の僕

に対していつもフレンドリーで優しかったです。

彼らと一緒にクリスマスを過ごし、異なる文化

と習慣を知ることができました。 
ホストファミリーとの一番の思い出は食事で

す。私が滞在していたヴァラジュディンは田舎町ということもあり自家製の材料をふんだんに使った家庭料

理を毎日作ってくれました。ホームメイドのワイン、ソーセージ、ケーキ、チーズ。今まで食べたことのない

ような味で美味しいものや、日本人には口に合わないものもありましたが、西洋の食文化に触れられて面

白かったです。でもクロアチア料理はほとんど肉なので野菜が恋しくなりました。 
二つめの滞在地であるオパティアでの毎日は本

当に楽しすぎるものでした。ホストは奥様を亡くされ

た元大学教授でお城のような大きな家に一人で暮

らして、三階フロア全てを好きに使って良いというこ

とでとても快適に過ごせました。 
ほとんど毎日異なる LEO クラブの人たちに会い、

町を散策してお昼を食べ、カフェにいき１日が終わ

るという何気ない日々でした。しかしそのカフェでの

時間が私にとってはとても有意義なものでした。ク

ロアチア人はカフェが大好きで、ほとんど毎日行き、

そこで何時間も話します。そこで日本に対する様々

な質問に答えたり、逆に彼らの習慣や考えを教えてもらうことは日本にいては絶対にできない経験でした。

しかも会話はすべて英語だったので互いにジョークを言って笑いあえたりしてコミュニケーション力に自信

も持てました。クロアチアは歴史上翻弄されてきた関係でほとんどの人が母国語ときれいな英語を話して

くれ大変助かりました。そのとき感じたことは日本人はおとなしすぎて自分のことを話さないというイメージ

を持たれているということです。でもその彼らに「お前はよく話すし、全然シャイじゃないから日本人じゃな

いな？クロアチア人だろ（笑）」と言われ、たいへんうれしく思いました。 
今回の学んだことは外国人とコミュニケーションをとるとき英語力は当たり前であるということ。そして相

手の国と自分の国のことをどれだけ知っているか、自分の個性がどれだけ大切かということです。 
このようなたいへん貴重な体験をさせていただいたライオンズクラブのみなさま本当にありがとうござい

ました。 



氏  名 乗松拓弥 ID No. ML-12 

スポンサークラブ 愛知中央ライオンズ 地  区 ３３４－４R 

派 遣 先 マレーシア 期 間 １２月２０日～１月１０日 

ホストクラブ    

 今回、マレーシアに派遣させていただきました乗松拓弥です。このような機会を与えてくださったライオン

ズの皆様にとても感謝しています。 
ホームステイ先は、クアラルンプールまで車で２時間程かかるイポーという場所でした。イポーはクアラ

ルンプールにつぐ都市と聞いていましたが、クアラルンプールほど都会ではなくとても自然豊かで良いとこ

ろでした。 
 ホストファミリー宅には同じ高校生の男の子がいたので、とても幸運でした。会話はもちろん英語でした

が、年が近かったためすぐに意気投合しました。慣れない英会話に、最初はとても苦労しましたが、次第

にコミュニケーションがとれるようになりました。 
色々なところに連れていってもらいましたが、ペナン島は特に楽しく感じました。ここはマレーシアの離島

ですごく長い橋でつながっています。寺の頂上に上っていく階段の脇にはたくさんの店が並んでいて、とて

も安かったので買い物が存分に楽しめました。その後ゴンドラで頂上まで登ると、ペナン島の町が一望で

き、その美しさに感動しました。 
 現地の学校の授業に参加させてもらえたのも、とても貴重な体験になりました。現地の高校生達はとて

も日本に関心があり、中でも日本の漫画は大人気で、たくさんの質問を受けました。マレーシアの人たち

は初めて会った僕にもフレンドリーに接してくれて、たった１日だったけれどもとても仲良くなれました。帰

国した今も、PC 上のコミュニティーサイト（facebook）を通して交流を続けています。 
 僕がマレーシアに行ってまず驚いたことは、日本の会社がたくさんあり、日本製品がとても支持されてい

るということです。カメラや小型ゲーム機をはじめとした電子機器、車やバイク、エレベーターまでたくさん

の日本製品がありました。現地の品物に比べて値段は高いのによく買われているようです。次に、食文化

に関する違いです。マレーシアでは外食が主流のようで、僕もほとんど家では食べませんでした。その理

由は、値段がかなり安くてとても美味しいからだと思います。日本の３分の１くらいの金額でおいしく、お腹

いっぱいに食べられることに驚きました。ただ、お世辞にも衛生面が良いとは言えず、食べ終えた後の骨

などを机に直接置く、という習慣には最後まで慣れることができませんでした。また、時間の感覚が日本よ

りルーズで、日本にいる時と比べてゆったり過ごせました。 
下の写真は、牧場にいる猿ととったものですが、野生の猿もたくさん見かけました。もう１枚は２つ目の

ホストファミリーと一緒に出かけた時に記念にやらせてもらった、絵付けの写真です。 
 今回、このマレーシア留学を通して多くのことを体験することができました。この体験から英語の大切さを

実感したので、これからもっと勉強して、どんどん海外に出ていけたらと思います。 
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はじめに、愛知中央ライオンズクラブの皆さまをはじめとするライオンズクラブの皆さま、今回のような貴

重な体験の機会を与えてくださって本当にありがとうございました。私は、今回の派遣を通して、たくさんの

人に出会い、日本では体験できないような３週間を過ごすことができました。 
私にとってマレーシアという国は、とても素敵な国でした。 
私の１番目のホストファミリーは Ipoh という町に住んでいました。Ipoh は KL から車で２時間ほど

南にのぼった場所にあります。Ipoh は White Coffee や、Pomelo というフルーツが有名な町です。White 
Coffee は豆を煎る段階からミルクと砂糖を混ぜて作るので、甘いコーヒーです。私は元々コーヒーも甘

い食べ物も好きなので White Coffee は最高でした！ですが、それ以上だったのは…Pomelo です！グレ

ープフルーツのような果物です。味は酸味の強いもの（赤い果肉）甘いもの（黄色い果肉）の２種類が

あり、私は甘いほうが好きだったので、ぜひマレーシアに行く機会がある方は Ipoh の Pomelo を食べ

てほしいです！！！ 
Ipoh の家族は５人（＋犬）家族で、一番上のお姉さんは福岡に派遣生とし 

て日本に行っていたので会えませんでしたが、家族の仲がすごく良かったです。 
また毎日新しいことに挑戦させてくれました。ママの仕事はラインダンスの先生 
で、ママの仕事について行った時はラインダンスに挑戦しました。私には難し 
かったのですが、楽しかったです。また娘さんにはマレーシアの学校のこと、 
文化等を教えてもらいました。必須で英語、マレー語、中国語があると聞いた時、 
学校のテスト問題を見せてもらった時には「こんなにたくさんの言語を勉強するの？！」と驚きました。 
 ２番目の家族は６人家族で、KL に住んでいました。KL では渋滞の多さに驚きました。ジャスコから

出るために１時間半近く立体駐車場内で渋滞に巻き込まれた時は、 
本当にびっくりしました。また、一般道では７０キロで走るのが 
普通らしく、道の途中に減速目的の段差がたくさんあり、日本では 
見られないものがたくさんあったので、新鮮でした。 
驚きの連続でもありましたが充実した３週間でした！たくさんの 

素晴らしい経験をさせていただき、ライオンズクラブの皆さまには 
本当に感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました！ 

1 番目のホスファミリー 
Chong Family 

2 番目のホストファミリー 
Chong Family ユースキャンプ 

ジャングル探検？ 

Pomelo❤


